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生産技術部関係（農場）

１．乳牛及び肉牛 

(1)乳牛及び肉牛の飼育頭数

 令和 1 年度の乳牛（ホルスタイン）及び肉牛（黒毛和種）の飼育頭数を表 1-1 に示した．昨年の飼育頭

数と比較してみると，ホルスタインの頭数については，小計で 2 頭増加した．成牛が 7 頭増加しているの

は育成から成牛に変わったためである．乳牛の生産頭数は昨年度と比較して 5 頭増加しており，乳牛の雌

は昨年と変わりがなかったが，雄が 4 頭増加していた．雌の生産目標は達成していた．肉牛飼育頭数に関

しては，昨年度より全体で 5 頭増加し，成牛は 2 頭増加した．令和 1 年度の肉牛の生産頭数は平成 30 年度

と比較して 2 頭減少した．

表 1-1  令和１年度乳牛，肉牛飼育頭数                   （単位：頭）

品    種 区分*１ 性別 
飼 育 頭 数 令和 1 年度 

平成 28.4.1 平成 29.4.1 平成 30.4.1 平成 31.4.1 生産頭数*2 購入頭数

ホルスタイン種 

成 ♀ 21 28 24 31 
育 ♀ 19 18 23 18 H♀14 
肥育 去勢 0 0 0 0 H ♂ 7 

小 計 40 46 47 49  

F1・F1クロス 

黒毛和種 

成 ♀ 12 17 18 20 F1♀ 3 
育 ♀ 7 4 5 4 F1♂ 0 

肥育 
去勢 6 5 7 10 
♀ 0 4 5 6 

小 計 25 30 35 40 
合       計 65 76 82 89 45 0 

*1成：18 ヶ月以上 育：18 ヶ月以下  *2 H：ホルスタイン JB：黒毛和種 F1：ホルスタイン＊黒毛和種

(2)乳牛の生乳生産

 令和 1 年度の年間生乳生産量を表 1-2 に示した．平均搾乳頭数は 22.8 頭で，30 年度より少し増加してい

る．年間出荷量は 231,871.1kg と昨年度より約 11,000kg 多かった．これは，搾乳頭数が少し増加したのと

個体能力が上がったためである．乳成分のうち，乳脂率は平均 3.88%で，30 年度より低くなっている．体

細胞数は平均 172,000 であり，30 年度と比べて高くなっており，慢性的な乳房炎牛で治療が困難な牛は淘

汰している．来年度も引き続き注意し，体細胞のチェックを行いたい．

表 1-3 に令和 1 年度個体別産乳量及び飼料給与量を示した．TMR を年間 252t 給与し，搾乳ロボットで

濃厚飼料 40t を給与した．30 年度の TMR 給与量が 258t に対してそう変わりはなかった．

表 1-4 に令和 1 年度個体別 305 日乳量を示した．令和 1 年度の乳牛の平均産次数は 1.3 産で搾乳日数 381

日，期間乳量 11855.2kg であり，305 日乳量は 9656.1kg と 30 年度と比べて平均産次数は下り，搾乳日数は，

ほぼ変わりなかった．1 頭当たり 305 日乳量は下回った．
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表1-2 令和1年度生乳生産量                     (乳脂率･乳蛋白率･無脂固形率:％)

月 頭
数

一 等 乳 (kg) 初  乳 (kg) 
乳
蛋
白
率

無
脂
固
形
率

体細胞
数

*1000生産量 売払 哺乳
実
験
等

供
用
換

哺乳 廃棄

4 月 25.0 22226.6 22051.3 175.3  168.3 64.6 103.8 3.93 3.44 9.00 179.33

5 月 24.0 22304.3 22047.5 256.8  4.5  3.95 3.28 8.84 190.00

6 月 24.0 19548.1 19512.3 35.8  115.7 32.2 83.5 3.63 3.23 8.75 191.33

7 月 21.0 18713.0 18276.0 437.0  5.5 167.1 31.5 135.6 3.67 3.24 8.82 184.00

8 月 24.0 19320.6 18512.6 808.0  6.0 660.3 154.0 506.3 3.77 3.13 8.64 216.67

9 月 24.0 19090.9 18132.7 958.2  12.5 215.1 76.3 138.8 3.82 3.13 8.66 188.33

10 月 23.0 21108.2 20506.5 601.7  11.0 115.9 34.2 81.7 3.58 3.20 8.79 137.67

11 月 22.0 19374.4 18915.9 458.5  10.0 164.0 17.8 146.2 3.87 3.25 8.84 154.00

12 月 23.0 19668.9 19137.7 531.2  198.6 25.3 58.9 4.00 3.30 8.88 138.33

1 月 22.0 20643.2 19624.5 1018.7  254.6 91.1 163.5 3.88 3.36 8.91 103.33

2 月 21.0 18070.0 17360.2 709.8  89.5 16.8 72.7 4.14 3.29 8.77 166.33

3 月 21.0 17793.9 17793.9  81.6 21.8 59.8 4.29 3.33 8.83 215.67

合計 22.8 237862.1 231871.1 5991.0 49.5 2230.7 565.6 1550.8 3.88 3.27 8.81 172.08

(3)乳牛の繁殖成績

 令和 1 年度の乳牛繁殖成績を表 1-5 に示した．令和 1 年度に分娩した乳牛は 24 頭であった．30 年度と

比較して少し多かった．生まれた乳牛 21 頭中 15 頭が雌であり，1 頭はフリーマーチンであった．乳牛雌

の産出数は昨年と同等であった．今年度も後継牛が確保できた．令和 1 年度分娩乳牛の平均産次数は 1.9

産で，平均交配回数は，2.4 回であった．交配回数は 30 年度と比較して，多くなっている．4 回以上が 5

頭いるので早めの繁殖検診をして早期に受胎させたい．

子牛（生後 0～90 日）の給与量は，雌の平均濃厚飼料（カーフスターター）は 84.0kg，乾草 13.0kg であ

ったが，少し少ないようであった．90 日の平均体重は 122.4kg とまずまずであった．乳牛雄とＦ1の給与量

は出荷したためデータがなかった．

(4)肉牛の繁殖成績

 平成 31 年度,令和 1 年度の肉牛の繁殖成績を表 1-6 に示した. 平成 31 年度（令和 1 年度）に分娩した黒

毛和種は 21 頭であった. これらの平均産次数と平均交配回数はそれぞれ 3.9 産と 1.8 回であり，30 年度よ

り平均交配回数が増加した．これは，種付け回数が 4 回，5 回の個体がおり，これにより空胎日数も増加

した．分娩頭数は昨年より 2 頭多かった．子牛の平均の生時体重，7 日齢，120 日齢では，全てで昨年を下

回った．これは，頭数の増加により飼育場所が過密になり給餌量の増減がうまく出来なかったためである．
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表1-3 令和1年度乳牛の個体別産乳量及び飼料給与量                                             （kg）
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表 1-4 令和 1 年度個体別 305 日乳量                                                 （単位:kg）

表 1-5 令和 1 年度乳牛繁殖成績
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表 1-6 令和 1 年度肉牛繁殖成績

(kg) 7 90 -120
JB1051- H29.4.16 H31.4.1 10:52 1 1 H30.6.21 H30.6.21 JB1123- 227 284.0 502.3 450.7 JB ♂ 31.5 35.5 113.9
JB0939- H25.12.6 H30.4.13 H31.4.1 17:45 4 1 H30.6.12 H30.6.12 JB1124- 228 60.0 293.0 353.0 568.8 509.6 JB ♀ 30.6 43.4 153.2
JB0890- H24.5.3 H30.4.11 R1.5.24 11:40 6 2 H30.6.10 H30.8.10 JB1027- 229 121.0 287.0 408.0 520.4 468.5 JB ♀ 30.2 39.6 124.9
JB0809- H22.1.12 H30.5.23 R1.6.30 5:26 8 2 H30.7.13 H30.9.13 JB1130- 230 113.0 290.0 403.0 510.0 463.5 JB ♂ 41.4 48.2 153.4
JB1020- H28.7.28 H30.7.27 R1.8.14 17:36 2 1 H30.11.1 H30.11.1 JB1136- 231 97.0 286.0 383.0 379.9 331.3 JB ♀ 26.5 32.4 109.5
JB1462- H20.4.30 H30.10.2 R1.8.31 0:38 10 1 H30.11.15 H30.11.15 JB1138- 232 44.0 289.0 333.0 513.5 476.6 JB ♂ 37.5 44.0 147.4
JB1009- H28.1.10 H30.9.25 R1.9.7 20:30 3 2 H30.11.20 H30.11.21 ) JB1139- 233 57.0 290.0 347.0 467.2 443.7 JB ♀ 29.6 33.0 113.4
JB0964- H26.10.9 H30.8.15 R1.9.12 7:55 4 4 H30.9.11 H30.11.27 JB1140- 234 104.0 289.0 393.0 572.3 542.7 JB ♀ 29.7 41.3 134.8
JB0992- H27.8.26 H30.9.16 R1.9.16 17:03 3 2 H30.11.28 H30.11.29 JB1143- 235 74.0 291.0 365.0 468.0 429.9 JB ♂ 28.5 34.6 129.8
JB0975- H26.11.23 H30.10.14 R1.9.18 20:04 4 1 H30.12.6 H30.12.6 JB1144- 236 53.0 286.0 339.0 499.3 461.7 JB ♂ 31.1 38.0 137.8
JB1064- H29.9.30 R1.10.16 1:48 1 3 H30.11.17 H30.12.30 JB1146- 237 290.0 498.7 452.0 JB ♀ 29.3 38.9 122.0
JB1043- H29.1.27 H30.11.27 R1.11.4 11:25 2 1 H31.1.26 H31.1.26 JB1148- 238 60.0 282.0 342.0 385.2 375.9 JB ♀ 21.1 26.2 116.2
JB0941- H25.12.14 H30.10.28 R1.11.16 2:30 4 1 H31.1.31 H31.1.31 JB1151- 239 95.0 289.0 384.0 593.7 559.1 JB ♂ 33.9 41.0 157.6
JB1073- H29.12.2 R1.11.27 17:55 1 2 H30.12.17 H31.2.17 JB1152- 240 283.0 485.2 438.4 JB ♀ 26.2 31.6 134.4
JB1033- H28.11.23 H30.12.6 R2.1.23 1:47 2 2 H31.3.12 H31.4.12 JB1159- 241 127.0 286.0 413.0 451.9 429.7 JB ♀ 26.8 32.9 131.4
JB1085- H30.4.11 R2.2.1 22:30 1 1 H31.4.10 H31.4.10 JB1161- 242 297.0 521.9 476.5 JB ♀ 36.3 37.8 150.2
JB0816- H22.2.25 H31.3.25 R2.2.28 8:50 9 1 R1.5.16 R1.5.16 JB1162- 243 52.0 288.0 340.0 575.0 535.0 JB ♀ 30.2 37.0 147.9
JB0939- H25.12.6 H31.4.1 R2.3.3 4:50 5 1 R1.5.16 R1.5.16 JB1163- 244 45.0 292.0 337.0 536.9 492.9 JB ♂ 35.8 44.0 176.4
JB0907- H24.11.7 H30.11.17 R2.3.19 2:48 6 3 H31.1.17 R1.6.3 JB1164- 245 198.0 290.0 488.0 576.6 535.6 JB ♂ 30.3 36.7 136.0
JB0984- H27.3.23 H30.12.15 R2.3.25 11:21 4 5 H31.1.17 R1.6.17 JB1165- 246 184.0 282.0 466.0 577.9 562.1 JB ♂ 30.8 39.1 169.6
JB1051- H29.4.16 H31.4.1 R2.3.25 17:58 2 1 R1.6.4 R1.6.4 JB1166- 247 64.0 295.0 359.0 444.2 407.5 JB ♂ 33.4 39.4 153.7

31 , 3.9 1.8 91.1 288.5 379.6 507.1 468.7 31.0 37.8 138.7
30 4 1.4 73.6 287.7 361.4 528.3 475.2 33.2 41.6 147.4
29 3.5 1.8 122.0 288.0 411.0 544.2 499.4 31.9 40.6 140.9
28 3.1 1.8 126.3 286.3 416.0 519.3 483.0 27.8 32.4. 126.4
27 3.5 1.6 86.5 285.5 372.0 541.3 496.8 28.4 35.2 142.9
26 3.2 1.5 115.9 288.6 404.0 525.4 488.3 30.6 35.7 143.8
25 3.4 1.3 84.6 287.8 373.0 552.3 514.0 34.5 41.0 148.7
24 3.3 1.5 132.8 286.5 419.7 535.2 496.9 31.4 35.6 143.1
23 3.0 1.8 106.0 285.0 393.0 520.2 478.5 34.0 39.4 150.9

* JB

(kg) * (kg)
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(5)乳牛及び肉牛の売払状況

 令和 1 年度の家畜売払状況を表 1-7 に，出荷成績を表 1-8 に示した．乳牛，和牛，F₁合わせて 42 頭を出

荷した．今年度は，和牛子牛で出荷体重平均が大きく増加し高値が付いた．畜種別でみた出荷成績では，

昨年より平均価格で全て上回った．

表 1-7 令和 1 年度乳牛および肉牛売り払い状況

表 1-8 令和 1 年度乳牛及び肉牛の畜種別出荷成績
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(6)家畜疾病状況

 表 1-9 に令和 1 年度の家畜疾病状況をしめした．乳房炎については昨年度より慢性乳房牛等の乳質の悪

い牛の更新を進めた結果，上半期の乳房炎の発生が半減した．下半期は牛舎の更新の関係で年度末に，牛

の使用環境を大きく変更した結果，大腸菌性乳房炎が多発し，盲乳等の処置を行ったため，来年度の生産

乳量に大きく影響を残す結果となったが，年間の発生件数としては減少した．

蹄病については昨年度より発生件数や症状の重い牛も減少しており，定期的な牛舎消毒等の効果が一定

程度は有ったと考えられる．

搾乳牛舎が令和 1 年度に更新され，飼養環境が大きく変更になるが，サイクロンファンの導入や飼槽，水

槽の増加もあり，受胎率の向上や生産乳量の増加を実現できるよう飼養管理技術の改善に努めたい．

表 1-9 令和 1 年度家畜疾病状況
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H H1072- 2017/11/30 2019/11/20 2019/11/26 7
2019/4/5 2019/4/26 22
2019/6/25 2019/8/1 38
2019/7/5 2019/7/17 13

H H1041- 2017/1/11 2019/5/31 2019/6/2 3
H H1057- 2017/8/11 2019/10/21 2019/11/23 34
H H0965- 2014/10/10 2019/11/12 2019/12/6 25
H H1044- 2017/1/28 2019/5/27 2019/6/2 7
H H1054- 2 2017/5/14 2019/9/25 2019/11/14 51

2019/5/28 2019/6/1 5
2019/10/10 2020/3/16 159

2019/11/12 2019/11/21 10
2020/3/8 24
2020/3/24 8
2020/3/31 1

2019/12/10 2019/12/16 7
2020/3/24 8
2020/3/29 3

2019/5/28 2019/5/30 3
2019/11/8 2019/12/7 30

2019/12/3 2019/12/12 10
2020/1/15 2020/2/26 43

H H5866- 2009/8/27 2019/6/14 2019/6/20 7
H H1039 2017/1/4 2019/5/26 2019/5/31 6

2019/4/1 2019/9/18 171
2019/4/4 2019/4/13 10

2019/5/27 2019/5/31 5
H H1067- 2017/10/11 2020/3/9 23

2019/5/28 2019/5/31 4
2019/6/22 2019/7/2 11

2019/11/12 2019/11/27 16
2020/3/21 11

2019/4/1 2019/12/4 248
2019/5/29 2019/5/31 3

2019/11/12 2019/12/5 24
2019/5/27 2019/5/30 4
2019/7/5 2019/7/25 21

2019/5/20 2019/5/26 7
2019/11/12 2019/11/27 16

H H1003- 2 2015/11/2 2019/10/7 2019/11/28 53
2019/9/3 2019/11/22 81

2020/3/28 4
2019/5/28 2019/6/7 11
2019/8/18 2019/9/8 22

2019/5/27 2019/5/28 2
2019/7/3 2019/3/6 248

2019/10/21 2019/11/5 16
2019/11/20 2019/12/16 27

2020/1/25 2020/2/20 27
2019/5/27 2019/5/28 2

2020/3/24 8
H H1024- 2016/9/1 2019/4/4 2019/2019/6/4 62

2019/5/8 2019/10/22 59
2019/5/17 2019/7/5 50

2019/10/7 2019/10/22 16
2019/5/9 2019/10/30 175
2019/5/27 2019/6/2 7

H H0981- 2015/2/25 2019/12/10 2020/2/18 71
2019/5/27 2019/6/2 7

2019/11/4 2019/11/12 9
2019/12/28 2020/1/8 12
2020/2/2 2020/2/11 10

H H1008- 2016/1/7

2017/3/4H H1047-

H H1049-

H1019-

H 2013/10/25

H H1015- 2016/5/17

2017/8/29H H1059-

H0933-

2016/7/12

2016/10/13

H H1045- 2017/2/7

H
H1031-

H

2017/3/14

H H1021- 2016/8/11

H H0906- 2012/11/5

H H1056- 2017/7/1

2017/1/23

2014/11/11

H H0994- 2015/9/15

H H0972

H H0999- 2015/10/27

H H0998- 2015/10/27

H H1042-

表 1-9 令和 1 年度家畜の疾病状況
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２．中小家畜 

(1)中小家畜飼育頭数

 令和１年度の緬羊，山羊の飼育頭数を表 2-1 に示した．

表 2-1 令和 1 年度中小家畜飼育頭数

○緬羊

  表 2-1 に示すように、緬羊の頭数は増加にあり安定している。

○山羊

表 2-1 に示すように、シバ山羊の頭数は増加にあり、トカラ山羊の頭数は横ばいになっている。

(2)中小家畜の飼料給与，繁殖及び育成成績

令和１年度の緬羊および山羊の飼料給与を表 2-2，緬羊および山羊の繁殖成績を表 2-3 に示した．

緬羊，山羊（シバ及びトカラ）の体重の推移を表 2-4，2-5，2-6 にそれぞれ示した．

○緬羊

表 2-4 が示す通り夏場の体重が減少しているので給餌量や暑熱対策を講じる必要がある。

○山羊

表 2-3 の通り、一腹産仔数にシバ山羊とトカラ山羊で差が見られるので、給餌量を見直す必要がある。
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表 2-2 令和１年度 緬羊および山羊の飼料給与

○緬羊

濃厚 1：GM（TDN 69.5%以上，CP 16.0%以上）

○山羊（シバ）

濃厚飼料：GM（TDN 69.5%以上，CP 16.0%以上）

その他 鉱塩を適宜給与
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○山羊（トカラ）

濃厚飼料：GM（TDN 69.5%以上，CP 16.0%以上）

その他 鉱塩を適宜給与

表 2-3 令和１度緬羊・山羊繁殖成績

（注）産子数は死産も含まれるため，産子数・平均生時体重・一腹産子数は、生産頭数とは異なる。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31
27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 28
3 3 3 3 3 3 6 6 7 7 7 4
810 837 810 837 837 810 837 810 837 837 756 868 9,886
90 93 90 93 93 90 186 180 217 217 196 124 1,669

1 87 96 96 729 161 91 96 6 6 149 139 128 1,785
kg 332 465 75 344 93 33 575 3 12 275 535 1,106 3,848
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表 2-4 令和１年度緬羊体重測定結果

表 2-5 令和１年度山羊（シバ）体重測定結果
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表 2-6 令和１年度山羊（トカラ）体重測定結果
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３．飼料作物

(1)作付け及び収穫状況

平成 30 年秋から平成 31 年夏までの作付け及び収穫状況を表 3-1 に示した．平成 31 年度の収穫状況は秋

播種作業が10月中に終了しており，5月の連休明けより順調に収穫を終えることができたので，ロール数，

乾物量ともに前年を大きく上回る結果となった．機械も大きな故障もなかった．

春夏作のトウモロコシは，農場近隣の住人より，カラス除けに使用していた爆音機に関してのクレーム

が入り，使用禁止となってしまった．そのため爆音機以外でのカラス対策を検討する必要がある．収穫状

況は，前年を大きく上回る結果となった．前年は東広島市で発生した局地的集中豪雨の影響で，極端な多

雨による湿害と，その後の少雨（1 カ月の雨が数日の間で降った）により収穫が落ち込み不作であったが，

順調に生育し必要量を確保することができた．当農場におけるトウモロコシの栽培に関しては，細断型ロ

ールベーラを導入した平成 21 年度より栽培を開始した．その際，栽培に関するデータが少なく，年によっ

て収量のばらつきが大きくなかなか良いやり方が見通せずにいたが，ここ数年は手ごたえを感じている．

雑草対策，品種の選定，播種時期などようやくパターンが確立しつつあると感じる．ただ，今年度は収穫

機械のコーンハーベスタが収穫の後半に大きく破損し，予定外の修理となったことが反省点である．

(2)家畜別収穫調製量

家畜別生産量を表 3-2 に示した．乳牛向けに生産しているイタリアンライグラス及び細断型コーンサイレ

ージともに前年を上回った．乳牛向けに関しては必要分を確保することができた．肉牛・中小家畜向けは，

混播牧草を中心に生産し，前年を上回った．しかし，年度途中で粗飼料が不足し，購入することとなった．

その理由としては，放牧地の整備が追い付かず，放牧に出せない時期があり，ロール乾草を例年より多く

使用したためと考えられる．担当者とも協力しながら，放牧地の整備もすすめていきたい．

(3)農業機械稼動状況

 飼料作物関係車両・作業機使用時間を表 3-3 に示した．半数以上の機械が購入後 20 年以上経過してお

り，早急に更新を行っていく必要があり，修理や部品交換の頻度も増えている．長期間使用不能の機械が

増え，不具合のある状態で使用していることもある．これらのことは，作業効率の低下，作業の危険度の

上昇，加えてより深刻な不具合による修理費の高騰を招いている．循環型畜産を続けていく限り，飼料作

物は必要不可欠なものである．長期的視点に立った更新計画を立てつつ，短期的な機械の整備計画を年度

ごとに立て，その費用について農場内のコンセンサスを得ながら，トラクターも含め作業機も更新してい

く必要がある．

今後の機械更新については，平成 30 年度に立てた機械全般の更新計画を見直して，現状に見合った計

画を改めて立てつつ，収入の増加計画も含めた農場の将来計画に組み込み，実現していきたい．
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表 3-1 令和 1 年度 飼料作物・牧草・作付け・収穫調製状況

注)① 化成肥料は，N 14％，P2O5 14％，K2O 14％

注)② 草種ごとの播種量

2 5 2
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表 3-2 令和 1 年度 家畜別粗飼料生産量

表 3-3 令和 1 年度 飼料作物関係車両・作業機使用時間
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４．気象

(1)広島大学附属農場気象観測（表 4-1）

・測定機種：ケーブルヴァンテージプロ 2プラス UV&日射センサー付 6162C（日清精器）

・停電時 ：気象庁システム参考

表 4-1 令和 1 年度月別平均気温，降水量
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(2)広島気象台東広島観測所（表 4-2）

表 4-2 令和 1年度月別平均気温，降水量               (単位：気温℃，降水量mm）

          （気象庁調べ）
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